
 
 

 

令和６年度 社会福祉法人福岡育児院 事業報告 

< 法人運営について > 
１ 理事会開催状況 

開催年月日 議事内容 出席者 

令和６年５月２７日 

１．令和５年度事業報告及び決算報告、 

  監事監査報告について 

２．令和５年度福岡市定期指導書面監査の指導事項 

  及び改善状況等の報告について 

３．定時評議員会の招集について 

４．その他について 

  本体施設の改修工事について 

理事長及び副理事長、業務執行理事による業務報告 

理事６名 

監事２名 

令和６年８月２１日 

１．児童の定員変更について 

２．新築・改修工事完了報告 

３．その他について 

理事長及び副理事長、業務執行理事による業務報告 

理事４名 

監事２名 

令和６年 11 月 28 日 

１．令和６年度第１次補正予算（案）について 

２．就業規則の一部改正について 

３．施設整備等積立金の取崩しについて 

４．その他について 

  入所児童の状況 

  一時保護専用施設（10 月開設）の状況 

ショートステイの状況 

  理事長及び副理事長、業務執行理事による業務報告 

理事６名 

監事２名 

令和７年３月１４日 

１．令和６年度第２次補正予算（案）について 

２．令和６年度施設拠点区分 積立金の積立について 

３．令和７年度事業計画及び収支予算（案） 

４．給与規程及び育児・介護休業等に関する 

規則の一部改正について 

５．評議員選任・解任委員の選任及び 

役員（評議員・理事・監事）の推薦について 

５．その他について 

  入退所状況 

  ショートステイ及び一時保護児童の状況 

理事長及び副理事長、業務執行理事による業務報告 

理事６名 

監事２名 

令和６年４月～ 

   令和７年３月 
副理事長による毎月２～３回の巡回指導実施  

 

 

 

 



 
 

 

 

 

２ 評議員会開催状況 

開催年月日 議 事 内 容 出 席 者 

令和６年６月１７日 

１．令和６年度事業報告・決算報告、 

  監事監査報告について 

２．社会福祉充実計画について 

３．その他について 

・令和６年度事業計画及び収支予算について 

・令和５年度新築工事（新館）完成について 

・令和６年度改修工事（本館）の多機能化 

 について 

・理事長、副理事長、業務執行理事による 

業務報告 

委員７名 

理事長 

副理事長 

施設長 

 

 

３ 苦情解決委員会について 

 

  令和６年度  

〈苦情受付について〉 

・苦情受付は特になし。 

 ただし、下記２件の事案が発生したため、対応を行っている。 

１ 小学生が下校中に通学路途中にあるみかんの木から実を採って食べてしまい、 

  持ち主に謝罪を行った。 

２ 高校１年生の男子児童が自転車で登校中に歩行者に衝突したため、謝罪をし、 

  示談で解決した。 

 

【施設長より】 

   ・通学路である、川沿いの道が狭く危険な為、道を広げて欲しいと考えている。 

   

【委員より】 

    ・九大跡地の開発で更に交通量の増加が考えられるので、道幅を広げることには 

     賛成である。地域の方でも今後の開発について検討していきたい。 

 

    ・自転車での登校は気を付けて欲しい。また最近、電動のキックボードが増え、歩行者 

     にとっては危険なので、子どもたちには気を付けるよう促していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

令和６年度 社会福祉法人福岡育児院 事業報告 

< 児童について > 
１ こどもの権利擁護と自立支援 

 

『養育理念』 

こどもたちが「福岡育児院で育てられて良かった」と思える施設づくり 

 

 一、入所児童の権利擁護を基本理念として、こどもを中心に据えた 

   養育の充実と治療的なケアも含め、ひとりのこどもに全職員で 

   向き合い、社会的自立にいたるまでの援助・支援を行う。 

一、基本的な生活習慣や節度ある態度の涵養と、自らを認める 

   自尊感情や物事への感謝等人間関係の基礎を培う。 

一、学習に励み、勤労を学び、困難にくじけない忍耐力とお互いに 

   協力する精神を育てる。 

一、創意工夫する態度を身につけ、自主的に又、合理的に物事を 

   判断する力を養う。 

一、身の回りの清潔に対する関心を高め、健康に留意する等の 

   衛生観念を養うとともに、美しいものを愛し、豊かな心を育てる。 

 

２ 入所実績【定員４８名（うち地域小規模施設１２名）】 

入所定員 62 名⇒48 名 延人員 ６６０名 

平均入所数 ３４名 延入所数 ４１３名 

入所率 ６２％   

 

３ 入所状況（令和６年４月１日） 

 男 女 計 

幼 児 ２ １ ３ 

小学生 ６ ８ １４ 

中学生 ０ ７ ７ 

高校生 ５ ４ ９ 

その他 ０ ０ ０ 

合 計 １３ ２０ ３３ 

 

４ 入退所状況（令和７年３月３１日）                （単位：名） 

月 

 

区分 

４ 

月 

初 

４ 

月 

末 

５ 

月 

末 

６ 

月 

末 

７ 

月 

末 

８ 

月 

末 

９ 

月 

末 

10 

月 

末 

11 

月 

末 

12 

月 

末 

１ 

月 

末 

２ 

月 

末 

３ 

月 

末 

幼 児 3 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 4 

小学生 14 12 12 12 13 13 12 12 13 13 14 14 15 

中学生 7 7 7 7 7 7 10 9 10 12 12 12 12 

高校生 9 9 9 9 9 10 10 10 10 10 10 10 6 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 33 30 30 30 31 32 34 33 35 37 38 38 37 

入所率 53% 48% 48% 48% 50% 51% 54% 68% 72% 77% 79% 79% 77% 

入 所  0 0 0 1 2 3 0 2 2 1 0 4 

合計 15 名             

退 所  3 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 5 



 
 

合計 11 名             

   ※退所児童に卒院生（高３）４名含む ※その他は措置延長児童 

５ 入所理由（令和６年４月１日） 

措置理由  

 父母の死亡 １ 

 父母の行方不明 ０ 

 父母の不和 ０ 

 父母の拘禁 ０ 

 父母の入院 ０ 

 父母の就労 １ 

 父母の性格異常・精神障害 ５ 

 父母の虐待（放任） ６ 

      （身体的） ８ 

      （心理的） ３ 

      （性的） ０ 

 不適切な養育 ０ 

養育拒否 ４ 

 破産等の経済的理由 ２ 

不登校 ０ 

 里親からの措置変更 ２ 

 その他 １ 

合   計 ３３ 

 

６ 退所理由（令和７年３月３１日） 

 父のみ 母のみ 両親 その他 計 

退 
所 

家庭引取り ０ ４ ０ ０ ４ 

他施設へ ０ ０ ４ ０ ４ 

進 学（大学・短大・専門学校） １ ０ ０ ０ １ 

就 職 １ 0 ０ １ 2 

その他（行方不明） ０ ０ ０ ０ ０ 

合   計 ２ 4 ４ 1 １１ 

 

７ ショートステイ及び一時保護児童の状況（令和７年３月３１日） 

 

令和６年度 令和５年度 

ショートステイ 一時保護児童 ショートステイ 一時保護児童 

人数 在籍日数 人数 在籍日数 人数 在籍日数 人数 在籍日数 

4 月 39 126 2 40 34 123 4 81 

5 月 37 107 4 66 40 168 5 53 

6 月 33 102 8 204 38 171 5 86 

7 月 37 141 11 261 54 216 7 108 

8 月 42 156 13 252 44 185 7 153 

9 月 51 211 10 90 50 188 7 116 

10 月 51 192 12 209 32 103 7 146 

11 月 49 174 12 249 67 253 4 69 

12 月 43 137 13 195 62 212 6 85 

1 月 23 79 7 95 49 177 4 50 

2 月 21 79 8 112 52 177 4 66 



 
 

3 月 38 120 14 140 50 224 2 30 

計 464 1624 114 1913 572 2197 62 1043 

８ 帰省状況 

  ① 夏休み（８月１２日～１５日を中心に１０日以内） 

   ８月１３日 在籍数３２名 

    ○里親 ０名（０％） ○帰省児童 ４名（１２％） ○居残児童 ２８名（８７％） 

②年末年始（１２月３０日～１月３日を中心に１０日以内） 

   １２月３０日在籍数 ３７名 

    ○里親 ０名（０％）○帰省児童 １５名（４０％） ○居残児童 ２２名（５９％） 

 

９ 進路・進学状況 

① 高等学校卒業（男子２名・女子２名） 

進 学  福岡大学経済学部経済学科（男子１名） 

就 職  株式会社きんでん・電気工事士（男子１名） 

株式会社ミカサ・清掃員（女子 1 名） 

その他  家庭引取り（女子 1 名） 

② 中学校卒業（男子１名・女子４名） 

〇清松中学校・多々良中学校卒業 

    【進学先】  

福岡有朋高等専修高校 普通科 リラーンフレックスコース（1 名）  

福岡市立特別支援学校 博多高等学園 食品・接客コース（1 名）  

私立精華女子高等学校 保健福祉コース・ドリカムコース（1 名） 

福岡市立特別支援学校 城浜高等学園（1 名）     

私立福岡女子商業高等学校 情報実践コース（1 名）  

③ 小学校卒業（男子１名・女子１名） 

筥松小学校卒業（1 名） 

多々良小学校卒業（1 名） 

④ 幼稚園卒園（男子２名）※４月に筥松小学校入学 

 

10 活動状況について 

[部活動]中学生（バレーボール部・ハンドボール部） 

高校生（文芸部・放送部）    

[文化面]福岡県遊技業協会こども絵画コンクール 

児童文化奨励絵画展 

 

11 年間行事  

月 行 事 内 容 月 行 事 内 容 



 
 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

７ 

９ 

 

 

１０ 

 

 

部屋移動 

幼・小・中・高入学式 

小学校歓迎遠足 

中学校との交流会・家庭訪問 

小学校との交流会 

中 1 自然体験学習 

中学校体育祭 

幼・小・中・高終業式 

幼・小・中・高始業式 

博多食文化の会招待 

西鉄招待 

中２修学旅行 

小学校運動会 

体育の集い 

10 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

１ 

２ 

３ 

 

 

 

博多幼稚園運動会 

公民館文化祭 

那の津ライオンズクラブとの交流会 

清松中合唱コンクール 

小６修学旅行 

七五三 櫛田神社参拝 

幼・小・中・高終業式 

院内大掃除 

幼・小・中・高始業式 

私立高校入試・合格発表 

卒業式 

公立高校入試・合格発表 

幼・小・中・高修了式 

卒院・進級お祝い会 

< 職員について > 

１ 職員配置実績  

区 分 
令和６年度 

配置数 

令和５年度 

配置数 

増

減 
備考 

施設長 １ １   

児童指導員 １０ ５ +５  

保育士 ６（１） ２０（４） -14  

里親支援専門相談員 １ １   

心理療法担当職員 ２（１） ２（１）   

個別対応職員 １ １   

小規模グループケア ６ １ +５  

家庭支援専門相談員 １ １   

地域小規模ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ職員 １ １   

自立支援担当職員 １ １   

一時保護専用施設 ６  +６  

ショートステイ専任職員 １  +１  

栄養士 １ １   

調理員 ５（２） ５（２）   

事務 ２（１） ２（１）   

嘱託医 １（１） １（１）   

パート職員（保育補助） ２（２） ３（３） +１  

計 ４８（８） ４６（１２） +１  

[備考] １．配置数の（ ）内は非常勤で、内数です。 

 

２ 職員研修参加実績   

期日 研修名 期日 研修名 

5.8～ 

 5.9 

『新任職員研修Ⅰ』 

社会人１年目研修 

9.11 

 9.13 

第 19 回西日本児童養護施設 

職員セミナー（山口大会） 

5.30～ 

 5.31 

『新任職員研修Ⅱ』 

福祉業務従事 2～3 年目研修 

10.6～ 

 10.7 

ファミリーソーシャル 

ワーク研修 

5.22 保健・衛生研修会 10.7 
第 4 回救急法研修 

普通救命講習Ⅲ（乳児・小児ｺｰｽ） 



 
 

6.11～ 

 6.13 

第 71 回九州児童福祉施設 

職員研究大会（長崎大会） 

11.6～ 

 11.8 

第 77 回全国児童養護施設 

施設長研究協議会 

6.15 
市民公開講座 

自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ支援者養成研修 
11/1 

第 8 回福岡市児童相談所・ 

児童心理治療施設合同研修会 

6.17 
福岡市児童福祉協議会 

新任職員研修会 
11.7 

インソース 

コンプライアンス研修 

7.10 
養育・権利擁護セミナー 

（九州ブロック） 

11.19～ 

 11.20 
第 2 回施設長・職員研修会 

7.20～ 

 7.21 
九州地区里親研修大会 12.11 

福岡市児童福祉協議会 

職員研修会Ⅱ 

7.20～ 

 7.22 

SBI 児童養護施設職員研修 

（西日本第 20 回・後期） 

2.18～ 

2.19 

全国児童養護施設 

中堅職員研修会 

 

 

 

３ 施設の運営状況 

   福岡育児院家庭的養護推進計画に基づき、施設の小規模化、多機能化及びオールユニッ

ト化を計画、令和５年９月末に着工し３月末に新館が完成、昨年度４月初旬より稼働し滞

りなく運営することができた。本館の多機能化に向けた改修工事も昨年度７月に終わり、

昨年度より稼働することができた。また令和８年度から児童育成拠点事業の開設と地域小

規模施設の増設を計画している。 

 

   〇児童の処遇面について 

    ・不適切な対応に関する研修や日常的な児童の様相の変化についての報告・連絡・相

談の徹底に努め、昨年度も不適切対応は発生しなかった。 

    ・一時保護、ショートステイの利用者が改修工事の影響もあり、ショートステイは年

間利用者数が延べ約１７００名と昨年度より減少したが、一時保護の入所は増加し

ている。 

    ・行き渋り、不登校傾向の児童については適宜、院長面談を実施し担当職員との綿密

な協議を行い適切な対応を図り、無事に全児童の進学・進級と４名の卒院児童を送

り出すことができた。 

 

   〇職員体制について 

・働き方改革を念頭に置き、職員一人一人が働きやすい環境づくりに努めた。今後、

本館の多機能化に向けての人材確保が急務である。 

 

 ４ 良質な職員の確保と育成 

   職場内研修において院内の課題解決に焦点を当てた研修を実施した。人材確保について

は九州管内の大学・専門学校へのリクルート活動を実施し、必要な採用人数を確保するこ

とができた。今後、福祉関係の人材不足が叫ばれる中、現職員の動向を見ながら迅速な対

応ができるようリクルート活動は継続的に行っていきたい。 

 

５ 施設運営の透明化の推進 

   （ア）広報誌の発行 

     本院の広報誌「ふれあい」第１８号を７月に発行し、保護者、本院の支援者、地

域等に配布した。 

   （イ）ホームページの充実 

     施設の運営、経営状況を透明化するため、財務諸表を公開。また苦情解決委員会

の第三者委員の氏名・連絡先を公表し、施設に関する情報等の収集に活用している。



 
 

随時、施設の情報提供を行い、育児院を地域にとって身近な存在として理解して頂

けるように努める。 


